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インターバンクの声 （2014 年 10 月 31 日） 
 

ドルの上値が重いとされながらも東京市場からロンドン市場に移る頃に１０

９円３０銭まで上げていたドル円相場は、さすがにニューヨーク市場が始ま

るまでの時間は一旦の利喰いから１０９円を割り込むレベルに押し込まれた。

米連邦公開市場委員会（FOMC）もこなし、米第３・四半期 GDP速報値への注

目度は今一つだったはずだが、出てきた数字が市場予想を超えたとあって再

びドル買いとなった。ただ、この局面でのドル買いは１０９円３４銭止まり。

早いタイミングで個人消費が伸びていないとの解釈が市場を掛け廻ると再び

１０９円割れの相場に逆戻りした。確かに GDPは予想よりも良い数字だった

が、多くの参加者が直ぐに気付いた通り、住宅と消費支出の伸びが鈍化し始

めており第４・四半期の成長への影響が気になる。昨夜のニューヨーク市場

は、ここからもう一度１０９円台へ戻すことになったが、材料は国内経済紙

電子版の年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）の運用比率変更に纏わる

記事だ。国内株と海外投資比率の増加の威光は依然強力だ。数字は無難な想

定になっているが、決めつけるのは禁物だ。 
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